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まえがき 

 

平成 28 年 4 月 14 日以降に断続的に発生した熊本地震は，益城町，西原村，南阿蘇村，

熊本市などの地域を中心に甚大な被害を引き起こしました．被災された方々には心よりお

見舞い申し上げます．熊本地震は，地中で長い間眠っていた活断層（日奈久断層帯や布田

川断層帯）が突如として活動を始めた直下型地震であり，一連の地震活動において，16 日

の本震を含めて震度 7 が 2 回観測されたのは観測史上初めてのことでした．さらに、余震

活動も長期化し、内陸地震では中越地震を超えて観測史上最大の発生数となりました。 

東北大学災害科学国際研究所では，これまでの災害対応の経験と教訓を活かし，被災地

や関係大学への支援や協力をさせていただきたいと思い，災害情報の蓄積を目的とした被

害調査を実施し，事業継続計画や緊急医療も含めて総合的な活動を展開させていただきま

した．本報告書は，その活動の中で得られた知見や教訓を整理したものです．地震直後の

被災地の様子，地震特性，断層活動，構造物・家屋・地盤の被害，可能性津波の評価など

の理学的・工学的観点の調査や分析に加えて，事業継続（BCP），被災者の行動，NPO の

活動，避難所運営，ボランティア活動，報道動向，仮設住宅などの社会的観点でも調査を

実施し，現状分析による問題点の整理を行いました。また，医学分野からは，本研究所の

スタッフが災害時派遣医療チーム（DMAT）として現地医療支援に参加するとともに，地

震後の医療や保険の実態に関して調査や分析を実施いたしました。 

さらに，被災地の国立大学である熊本大学とは，リーディング大学院プログラムなどを

通じて研究だけでなく教育の観点でも協力して活動を展開しています．将来の防災・減災

を担う人材育成は重要なテーマであり，本報告書には，その教育を目的とした活動につい

ても触れています．本報告書が被災地の復興，および今後の災害対応への貢献，さらには

学術研究や学問融合の発展の一助になれば幸いです． 

 

 

平成 29年４月４日 

東北大学災害科学国際研究所 所長 

今村文彦 
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